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1.はじめに

北アナトリア断層はトルコ北部を1000km以上にわたって東西に走る右横ずれ型のプレ

ート境界断層で,カリフォルニアのサンアンドレアス断層とならんで,地球上で最も顕

著な陸上活断層の一つである.今世紀の半ば,1939年から1967年にかけて,北アナトリ

ア断層では震源の系統的な西への移動を伴うマグニチュード7クラスの大地震が相次い

で発生した (図1).この一連の地震は,1939年の地震を皮切りに破壊が逐次西へ波及

したものと考えられ,長大な断層帯の破壊過程を示す典型的な例とされている.

このような大地震が過去にどのように発生してきたかを解明することは,北アナトリ

ア断層から将来発生する地震の時期と規模を予測するうえで基本的に重要なことである.

また,長大な断層は通常いくつかの区間 (セグメント)に分かれて地震を発生させるが,

セグメントが繰り返し発生する地震の度に一定であるか否か,セグメントごとの地震再

来周期にどのような差があるか,といったセグメンテーションの問題について過去の地

震の発生様式から検討するためにも北アナ トリア断層は非常に重要なフィールドのひと

つである.

ところが,これまで北アナトリア断層で行われてきた研究では,地球物理学 ･測地学

の立場からの現在または数十年以下のごく近い過去に関するものと,構造地質学の立場

からの過去数百万年の間の累積変位量の議論が主流をなしてきた.半面,過去数百年～

数千年の間にいつ,どこで大地震が発生したかを明かにする古地震の研究はあまり活発

ではなかった.このため,将来の地震の予測に直接役立つ最近の地震時系列や単位変位

量 ･平均変速度などのパラメーターはほとんど未知のままであった.

歴史時代の地震に関しては,AMBRASEYS(1970･,1971),AMBRASEYSandFNKEL(1991)

などの研究から,ローマ時代以降の個別の地震や地震活動が活発な時期が特定されつつ
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図1 北アナトリア断層から今世紀に発生した大地震とトレンチ発掘調査地点.断層線の異なっ

た模様はそれぞれの地震に対応する.

Fig.1 nleSurfacefaultingoftheNorthAnatolian faultin20thcenturyandthesitesofexploratory

trenches.Thepattemofthefaultlineindicatesindividualevent.

図2 エルジンジャン盆地の北アナトリア断層 (実線)とトレンチ発掘調査地点.1939年の地

震では図中Tanyeriから西へ350kmの断層が発生した.

Fig.2 TrenchsiteandthetopographyoftheErzincanBasinwiththetraceoftheNorthAnatolianfault

(solidline).The350kmlongruPtureofthe1939earthquakebeganatTanyeri.
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ある.しかし,これまでに活動時期 と震源断層の範囲が確定されたイベントはA.D.

1668の地震一つだけである (AMBRASEYSandFh KEL,1988).一方,歴史時代の地形 ･

地質に基づく変位速度の推定やトレンチ調査は1980年代後半になってようやく研究が開

始されたばかりである (ⅠKEDAeta1.,1991:OKUMURAeta1.,1990).

筆者ら (奥村 ･吉岡 ･Ku$9u)は,国際協力事業団による活断層調査技術移転の目的

で,1989年以来1991年までに,1944年 ･1942年 ･1943年の震源断層 (図1)でトレンチ

発掘調査を含む古地震に関する地形 ･地質の共同研究を続けてきた.本報告は,この研

究の一環として1992年秋にトルコ東部 ｡エルジンジャン盆地東方で実施したトレンチ発

掘調査の概要を述べる.

2.1992年のエルジンジャン地乗とトレンチ発掘調査の経緯

1992年3月13日午後7時18分 (トルコ標準時-GMT+2時間),トルコ東部 ｡エル

ジンジャン盆地の地下28kmを震源とするマグニチュード (Ms)6.8の地震が発生した.

この地震による人的被害は,エルジンジャン市 (人口約8万人)を中心とする地域で死

者652人,負傷者約2,800人にのぼった｡これら死傷者のほとんどは建造物の崩壊による

もので,エルジンジャン市街地では,161棟の鉄筋コンクリートビルディングの半数以

上が崩壊あるいは修復不可能な被害を被った｡ [地震の概要と被害統計はERDIK (1992)

と文部省災害研究班 (1992)にもとづく]｡

世界でも有数の地震国の一つであるトルコでは,数年に1度の割合でマグニチュー ド

7前後の内陸直下型地震が発生しており,今回のエルジンジャン地震は地震の規模 ｡被

害ともに特に大きいものではなかった.しかし,1950年代以降の地震が比較的人口密度

の低い農村地域で発生してきたのに対して,エルジンジャン地震はトルコ東部の主要都

市の一つに壊滅的な被害が集中した点,また地震防災に対する国際的な関心が高まって

いる時点で発生した点から注目を集めた.

この地震では,液状化や地盤の不等沈下にともなう地割れは確認されたが,北アナ ト

リア断層のトレース (図2)には地表変位は無く,地表を切る活断層としての北アナ ト

リア断層が再活動したものではないと考えられる.しかし,この地震をきっかけにエル

ジンジャン周辺の北アナトリア断層の活動性や,エルジンジャン盆地東方に推定されて

いた地震空白域 (BARKA,1992)についての評価が改めて重要な課題として認識される

に至った.

この地震空白域はBARKA (1992)によって1784年以来活動していないと見られている.

この指摘が正しいと仮定してOKUMURAetaJ.(1990)が1944年震源断層のトレンチから得

た220-280年の平均再来間隔をあてはめると,1784年以来の経過時間は平均再来間隔の

75-95%に達する.エルジンジャン盆地が近い将来再びM7クラスの大地震に襲われる

か否かは,ようやく緒についたばかりのエルジンジャン市街中心地の復興にとっても重

要な問題である.このような背景から,1992年の共同研究では,エルジンジャン盆地東
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方の地震空白域の古地震を解明することが課題となった.

3.トレンチ調査と需頭の概要

エルジンジャン東方約 30kmのサルカヤにおいて北アナトリア断層のトレンチ発掘調

査を行った (図2,3:39036-21"N,39051-23-■E).掘削地点は1939年地震断層の東端

とみられるTanyeri(KEm ,1969)のさらに東方約3kmに位置しているが,1939年に地

表変位が現れなかったことを確かに示す資料は存在しない.したがって,トレンチ発掘

調査では1939年の地震時に発掘地点では断層変位が生じなかったことをまず確認し,そ

のうえで最新活動時期がいつかを明らかにすること,加えて最新活動時期以前の地震発

生時期から再来間隔を求めることを目的とした.

調査地点はユーフラテス川右岸の支流を約1km遡った谷底の平地で,緩やかに南へ傾

斜する扇状地の末端近くに選ばれた (図3).断層はこの面に北側 (上流側)低下,20

-5伽mの見かけ垂直変位を与ている (図4).また,副 トレンチの西側を流れるチャン

ネルには不明瞭ながら10-1戸mの右横ずれ変位を認めることができる･
空中写真判読と現地調査からは,断層線をはさんで北側が湿地的な環境にあって地下

水位が高いことが明らかであった.これは断層が扇状地を南へ流下する表流水 ･地下水

に対してダムの役割を果たしていることを示すと考えられ,断層の北側には細粒堆積物

が トラップされ,泥炭や腐植土の堆積しやすい環境が予想された.

ここに図4に示したような二つのトレンチを掘削した.主トレンチは幅8m長さ15m

深さ約3mで,軟弱な堆積物の崩壊を防ぐために壁面の傾斜は40-500とした.副 トレ

ンチは最新活動時期の解明に主眼をおいて,表層だけを観察するため垂直の壁面で深さ

1.5m幅1.2mの浅く細長い形に掘削した.

トレンチ壁面の状況を図5-7に示す.主 トレンチの8m付近から副トレンチの3-

4m前後にかけて,明瞭な断層が現れた.断層の北側には予想どおり,成層した細粒堆

積物を主体とする地層が約2-2.5mの厚さで堆積していた.この堆積物は砂磯 ･腐植 ･

泥炭の薄層を多く挟んで成層しており,断層運動に伴う変形を明瞭に記録していた.ま

た砂磯層 ･粘土層には多数の木片が含まれ,泥炭層 ･腐植土層とあわせてほほ全層準か

ら年代測定試料を採取することができた.断層の南側には粗大な砂裸を主体とする地層

が現れた.断層をはさむ地下水位の差は,この砂磯層のマトリクスが粘土質であること,

断層に沿って粘土層が南へ引きずり上げられていることに起因している.

壁面にあらわれた断層は概ね北側低下成分をもつ高角の断層であるが,壁面ごとに地

質構造は大きく変化し,断層面が複雑な形態をもっていることを示す.主 トレンチ東壁

面では上方に開く2条の断層の間に地溝状の構造がみられる.しかし,断層の間に落ち

込んだ堆積物には短縮を示す摺曲がみられ,局地的な応力が引張から圧縮に変化したこ

とを示している.主トレンチ西壁面では,断層北側の堆積物が引き伸ばされ,激しいシ

アーを受けている.正断層的な断層面に沿ってシアーが発達する構造は,横ずれに伴う
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図5 主トレンチ東 ･西壁面のログ.詳細は次頁の説明を参照のこと.

Fig･5Logsofeastandwestwallsinthemaintrench.Fordetails,Seetheexplanationonnextpage.
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圧縮応力が強く作用していることを示す.副 トレンチでは,1m余りのトレンチの空間

を挟んで断層の形態が一変する.北側が低下して泥炭や粘土 ･シルトが成層して堆積 し

ている状況は共通するが,東壁面では1条の逆断層だけが存在するのに対して,西壁面

では垂直な主断層の南側に引張応力を示す小断層が発達している｡

4.堆積物の区分と年代

主トレンチの堆積物は図5に示したような25の堆積物ユニットに区分された.14C年

代測定試料の採取位置を図5-7に,14C年代値とその年輪年代を用いた補正値を表 1

にまとめるとともに,補正値を各図の欄外に表示した｡なお暦年は補正プログラムCalib

ETH(NIKLAUS,1991)においてSTuVERandPEARSON(1986)の補正データを用いて計算し

た｡参考のための付図として本報告で補正を行った期間におけるSTuVERandPEARSON

(1986)の補正曲線を報告の末尾に揚げた｡

断層をはさんでのユニットの対比は,9層が連続している以外,粒度 ･色調の類似に

もとづいて行った.断層南側からは,23層中の植物片から約4500B.C.の年代が得られ
ているだけで,年代をもとに14-23層を対比することはできなかった.副 トレンチ断層

北側の堆積物の年代はおよそ,主トレンチの20層以上の年代と一致するが,個々のユニッ

トの対比は必ずしも明確ではないため,ここでは年代を表示するにとどめる.

主 トレンチの25の堆積物ユニットは古期湿地堆積物 (25-22層),扇状地磯層 (21-

20層),新規湿地堆積物 (19-3層),断層凹地堆積物 (2-1層),表土 (S層)に

区分できる.

古期湿地堆積物は断層南側下部に露出する砂 ･シル ト層で,含まれる植物片から約

4500B.C.(W22)の年代が得られた｡断層北側の20層はトレンチ底全体に露出する厚さ

50cm以上の砂裸層であることが確認されており,岩相の類似から断層南側の砂裸層に対

比された.この20層は分布の状況や岩相から扇状地堆積物とみられる.20層上面から得

られた年代 (W21,Nl)は,この層準に根を下ろした樹木の表皮の年代であり,20層堆
積後その表面に生育した木が死んだ年代を示す｡この年代は18層の土石流堆積物が扇状

地面を覆った時期を示すと推定できる｡生育位置から採取されたW21とNlから得られた

20-18層の年代,紀元9-11世紀は,新期湿地堆積物の下限を与える確実な年代とみる

ことができる｡

新期湿地堆積物は粘土質のマトリックスに富み淘汰の悪い裸を含む土石流堆積物 (18,

図5 (前頁) 主トレンチ東西壁面のログ.40-500傾斜した壁面上の実長を示す.斜線 :表土,γ:腐
植,自 :粘土 ･シル ト,点 :砂,黒 :泥炭,響:年代試料 (番号は表1に一致する).年代値 (棉

外)は表1の16の範囲に対応する暦年代 (A.D.).

Fig.5Logsofthewestandeastwallsofthemaintrench.Theverdcalscaleisasitappearedon40-50degree

inclinedtrenchwall.Obliquelines:surfacesoil,γ:humus,blank:clayandsilt,dots:Sand,solid:peat,噛:

radiocarbonsample(numberisconcordantwithtable1).加 agesarelorangeofcalerKhrye訂inA･D･
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図6 主トレンチ北壁面のログ.凡例は図5に同じ.

Fig.6Logofdlenorthwallofthemaintrench.Legendisthesameasinthefigure5･
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図7 副 トレンチのログ.垂直な壁面のログで,SE壁面は実際の壁面とは鏡像の関係にある.

粗い縦線 :裸質の表土,密な縦線 :未分解の泥炭

Fig･7 Logsofthesubtrench･ThewallswerevertiCal･AmirrorimageofSEwallisshown･Sparse

vertica‖ines'.pebblysurfaceSoil,DensevertiCallines:undissolvedpeat･
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表1.年輪年代補正を加えた14C年代 [NⅢmAUS(1991)においてSTUⅣERandPEAR-SON(1986)の

補正データを用いた].試料 :h:腐植土 ･泥炭,g:草本片,W:木片.斜体太字,太字,細

字はそれぞれ名古屋大学年代測定資料研究センター (AMS),テレダインアイソト-プ

(AMS),同 (従来法)による年代を示す.統計値の詳鰍 まNⅨuUS(1991)を参照のこと.

Tab.1DendrochronologiCallycalibratedradi∝arbonagesuslngCalibrationdataofSnJrVtiRandPEAR-

soN(1986)inNrKuUS(1991).Material-h:humicsoil,g:grass,W:wood.Boldoblique,bold

upright,aLdplaintypefaceinsamplelabelsrespectivelyindicateAMSatNagoyaUniverslty･AMS･

andconvemionalmethodbyTeledymeIsotopesl14cage:unCalibratedradiocarbonageuslngLibby

halfllifeof5568years.Calibratedage:meanofcalibratedagefromtheintegratedprobabilitydensity

for3srangeofstandZuTddeviadonofthe14cage･Intersection:intersectionofcalibrationcurbwiththe

meanofeach14cage.lsand2S:possiblecalibratedagerangeofconfidencelevels68.26%(10)and

95.44%(20).prob:sumofprobabilityforeachagerange.NegativenumbersindicateagesinB･C･

Noadjustmentfornonexistent0B.C.ismade･SeeNⅨLAUS(1991)fordetai1S･

numberunit samplelabelmaterial 14CageinyrB.P.CalibratedageinA.D Inter-SeChon Agerangesffomprobabiltydensity10 prob. 26 prob.

SW l1? 92EZO2 W 206士1551700士145 1664 1527-15581632-18861911-1943 0.0910.8070.102 1461-1944 1.000

W l1 92EZOL g 110±1591746±129 170317181824183318781917 1670-17711791-1943 0.3980.602 1501-1944 1.000

W l1 TK92WOl h <190

W 22A 92EZO3 g 246土2381645土178 1652 1475-17011720-18231844-18731918-1943 0.5930.2700.0720.065 1309-13561381-1945 0.0330.967

W 22A TK92WO2 h 390士80 1530士79 1468 .1437-15231567-1629 0.6150.385 1404-1657 1.000

W 32A 92EZO4 g 889士1531111±134 1163 1015-1263 1.000 819-840855-1395 0.0090.991

W 32A TK92WO3 h 290士801614士112 1639 1482-1663 1.000 1436-16971725-18191857-18631921-1945 0.8360.1390.0030.022

SW 22? TK92SWO h 740士80 1253±76 1270 1187-13051360-1378 0.9120.088 1052-10851121-11401155-1401 0.0330.0190.948

W 52B 92EZO6 g 450士1821513±172 1440 1305-13601378-1643 0.1520.848 1246-17101711-18851912-1944 0.8630.1170.020

W 52B TK92WO5 h 320士80 1582士97 152315661629 1485-1643 1.000 1429-16791741-18031937-1943 0.9280.0690.005

SW 32? TK92SWO h 960士80 1082±80 1030 1005-1164 1.000 901-917945-1237 0.0150.985
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C 92EZO7 g 526士1481429±134 1411 1278-1511 0.995 1172~--167i~ 6二-992
1610-1611 0.005 1769-1794 0.008

C TK92WO6 h 630±80 1340±48 130013651374 1284-13251337-1393 0.4230.577 1256-1433 1.000

? TK92SW h 940±80 1099±75 1039 1015-1173 1.000 965-1255 1.000
92EZOS g Failed

TK92EOl h 930士80 1106±74 1043110511121150 1020-1173 1.000 977-1256 1.000

92EZO9 g Failed
TK92WO7 h 730士80 1265±75 1272 1211-1311 0.932 1053-1081 0.022

1353-1384 0.138 1123-11381156-1405 0.0130.965

TK92EO2 h 1090±80 928士88 968 865-1020 1.000 719-741759-10521082-11231138-1155 0.0130.9490.0260.011

92EZLO W 798±1431185士118 1246 1043-11071112-1287 0.2330.767 973-1417 1.000

92EZLL h 878士144 1123士124 1167 1026-1259 1.000 882-13271334-1394 0.9640.036

TK92W10 W 860±80 1149±72 1182 1048-10911119-11431153-1245 0.2520.1430.604 1023-1271 1.000
TK92E5 W 肝ailed

92EZWll W 1110士50 921土53 900902953 887-983 1.000 805-1013 1.000

TK92W14 W 1150±150 877±145 889 713-747754-1010 0.1000.900 618-1185 1.000

-? 92EZW18 W 1020±50 1010士57 1012 959-1042 0.988 894-1057 0.871

1109-1111 0.012 1079-11241137-1156 0.0920.037

92EZ12 W 1142±160 885±153 891 707-750751-1016 0.1180.882 621-1215 1.000
? TK92W17 h 1160±80 859士86 886 784-963 1.000 687-1004 1.000

92EZL3 W 995士1361027士135 1020 896-1173 1.000 727-733767-1272 0.0040.996
TK92W20 h 1270士80 767±79 716 669-816 0.948 633-899 0.968

743757 843-853 0.052 909-947 0.032

TK92E12 W 880土1501119士130 1166 1021-1263 1.000 867-1397 1.000

92EZL4 W 1013±1291011±132 1014 893-1163 1.000 726-734767-1263 0.0050.995

TK92W21W 920士80 1112±73 10471091111811431153 1025-1179 1.000 987-1257 1.000

TK92Nl W 1050士80 976士91 991 884-10421111-1111 0.9970.003 793-1162 1.000

92EZW22 g 5650士50 -4509±72-4496 -4651- 4651 0.005 -4665--4637 0.063
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14,9層)とチャンネル堆債物 (12,10,8層)に加えて静穏な環境を示す泥炭層 (19,

16,7,5層),粘土層 (13,11層),砂層 (15層)から構成される.6層は暗渠とみ

られる人工の石組みで,この直下の7層からは水差しの取手とみられる土器片も出土 し

た.新期湿地堆積物下部の20-12層の年代は紀元8世紀～12世紀の範囲でばらつきが大

きく,逆転する年代もあるが,逆転して古い年代を示すもの一部は,20層またはそれ以

下の層準から再堆積したとみられる木片の年代である.新期湿地堆積物上部の11-3層

の年代は紀元11-14世紀のほぼ一致した年代を示す｡

断層凹地堆積物は主 トレンチ西壁面に限って現れる堆積物で,先に述べたような不規

則な形態をもつ断層面に由来する局地的な応力場による沈降の結果生じた凹地を満たす

泥炭 ･腐植質の軟弱な堆積物である.黒色で腐植に富む堆積物 (1層基底 ･2A層下部 ･

2B層下部)とそれを覆う褐色の腐植質泥層が交互に堆積している.2C層から上の年

代は,W3(92EZO4)だけが著しく古いこと,および補正の結果暦年代の幅が広くなっ

ていることをのぞくと,2C層 :14-15世紀,2B層 :13-17世紀,2A層 :16世紀以

降でほほ整合的である.

5.地乗イベントの認定

狭い断層帯に複数のイベントが重なり合って記録されているため個々のイベントによ

る変形構造の分離は容易ではない｡しかし泥炭～強腐植層の間歓的な堆積と傾斜 (西壁

面 :lA,2A,2B,2C),液状化 (10-13層),開口割れ目の形成と変形 (W7.6-2.8付近),

プリズム層 (W8.2-1.5付近),構造の不調和などに着目して少なくとも5回のイベント

を識別することができる.

西壁面 (図5,W7.6m-2.8m付近)に上部が横倒しになり,断層で切られた割れ目が

存在する.この割れ目は地震によって地表に開口して粘土で埋められた後に,曲げられ,

断層で切られている｡この割れ目を切った断層は最新のイベントでは動かずその右側を

並行する断層が地表まで達して表土層を切っている (W7.7m,地表).このことから,

この割れ目によって切られている9層堆積後,(1)割れ目を作ったイベント,(2)それを

曲げたイベント,(3)それを切ったイベント,そして(4)地表を切った最新イベントの最

大限4つのイベントを推定することができる.(3)と(4)は同時に起こった可能性もある

が,それ以外はおそらく別個のイベントを示すものと考えられる.

これらのイベントの発生時期を直接示す ｢切った ･被われた｣の関係を壁面から兄い

だすことはできないが,2B層 ･2A層 ｡1層にみられる黒色泥炭～強腐植層の間歌的

な堆積と累積的な傾斜の増加をイベントと関連づけて解釈できる可能性がある.すなわ

ち,これらの黒色泥炭～強腐植層は褐色の腐植質シルト層に比べて無機物の供給が少な

い湛水域で形成されたとみられる.その堆積が間歓的であることは,断層付近の凹地が

地震によって急激に低下し湛水するような状況が想定できる.この湛水した凹地の底に
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一時的に黒色泥炭～強腐植層が堆積した後褐色の腐植質シルトやチャンネル堆積物で凹

地が埋められることが,地震の度に繰り返されてきたとみると,この堆積と変形の状況

を説明することができる.この推論に基づき,間接的な証拠からではあるが,2A層堆

積後/ 1層堆積前,2B層堆積後/2A層堆積前,2C層堆積後/2B層堆積前の3つ
の時期にイベントが推定される｡この3つのイベントは変形した割れ目から推定される

3-4個のイベントに対応すると考えられる.この3つのイベントを上位のものから順

にA,B,Cイベントと呼ぶ.9層から2C層にかけての層準には明確なイベントの証

拠を兄いだすことができない.

Dイベント:10層の薄い砂磯層は,西壁面で波打つような激しい変形を受けているが,

これは液状化による変形とみられる.粘土層をはさんで10層の上位にある9層下部の砂

磯層にはこのような波状の変形は認められない｡このことから,10層の液状化は9層最

下部の時期に発生した地震によって引き起こされたが明らかである.この地震が発掘地

点の断層ではなく,断層の別の部分で発生 した可能性を全面的に否定することはできな

いが,10層の受けている激しい変形と,サンドダイク状の構造を伴うことからみて,こ

の地点で断層が活動した可能性が高いと考えられる.

Eイベント:東壁面の断層帯で14層と16層の間には粗大な裸が挟まれている.この磯

はチャンネル堆積物のようなマトリックスを持っておらず,断層南側の扇状地磯層が断

層帯の中へ崩落した外観を呈する.この磯は地震に伴う低断層崖の成長と崩壊に対応し,

イベントの時期を示している｡西壁面の15層は,淘汰の良い中粒砂が断層近くで厚さを

増すように堆積しており,堆積前に断層付近が低下するような変形があったことを示す.

従ってこのイベントの時期は16層堆積後,15層堆積以前と推定される.

6｡イベントの発生時期

各堆積物ユニットの年代 ･層序とA～Eイベントの層準 ｡推定年代を図8に示した.

なお,これらの年代値には13C/12C比にもとづく補正を加えていないので,暫定的な

値である.また,図8および以下の議論は予察的なものであることを断っておく｡

イベントA :15世紀以降1943年以前である.イベントA発生時期の上限を示すW l (

92EZOl)の年代値から見て,1層の堆積期が1939年以降である可能性はきわめて低いと

いえる.W l (92EZOl)とW 2 (92EZO3)の年代値の確率分布 (表 1)からみて,イ

ベントAが18世紀に発生した可能性は高く,BARKA(1992)の指摘した1784年の地震に対

比が可能である｡

イベントB以下の地震の年代は,イベントBが16-17世紀,イベントCが14-16世紀,

イベントⅠ)が11-12世紀,イベントEが9-10世紀頃と推定できる.平均地震再来間隔

は200-250年の範囲である.

今後追加の年代測定や,13C/12C比にもとづく補正,層序の情報を加味 した年代値

の再検討 (BIASIandW臥DON,1994inpress)を行って各イベントの時期をより精密に決
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2000

図8 各イベントの層位と年代を示すダイアグラム (予察図)

Fig･8helimlnarySChemadcdiagramandthehohzonaJldageofearthquakeevents･

走する必要がある.この時点では,予察的なイベントの年代から次の点を指摘すること

ができる.

1.エルジンジャン東方の北アナトリア断層は1939年,1992年には活動していない可

能性が高い.最新の活動時期はBARKA(1992)の指摘したように,1784年の地震に対比が

されるものとみられる.

2.したがって,エルジンジャン東方の北アナトリア断層を地震空白域とみなすこと

ができる.1784年に最新イベントが起こったとすると,その後の経過時間は210年で,

トレンチから推定された平均地震再来間隔200-250年の84-105%に相当する.このこ

とは,北アナトリア断層のこのセグメントを震源とする地震が近い将来発生する可能性

を示唆する.
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3.この トレンチから求められた平均再来間隔は,1944年震源断層から求められた平

均再来間隔220-280年 (吉岡ほか,1991)よりも幾分短い.また,個々の地震の発生時

期も必ずしも一致しない.このことは,今世紀半ばに断層が東から西へ一連の地震で破

壊 したことが,偶然の一致であるかまたは1939年の震源断層より西の北アナトリア断層

に限って発生するかいずれかであることを示している.

これらの仮説と問題点の検証のため,各イベントの発生時期の特定をすすめるととも

に,まだ古地震の情報の得られていない1939年 (1993年10月にトレンチを掘削した),

1943年地産断層の過去の地震発生時期を解明することが必要である.
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付図 800A.D.から現在までの年輪年代を用いた補正曲線.sTUIVERandPEARSON(1986)の

データをもとにNIKLAUS(1991)で作図したものに加筆した.図中の曲線は平均値を

示す実線と,標準試料分析時の統計誤差を示す2本の破線から構成されている.左上

がりの点線は14C濃度が一定の場合 (14C年代と暦年が等しい)を示す.例としてE16

(92EZIO,798±14314CyrB.P.)の暦年を示す.

Plate Radiocarbonagecalibrationcurve,800A.D.to1950A.D.Originaldatapreparedby

STUrVERandPEARSON(1986)areplottedusingNIKLAUS(1991).Labelsandlinesare

modifiedbytheauthor.TTleCurveCOnSistsofaverage(solidline)andbrokenlinesaboveand

belowshowingtheerrorrangeoftheoriginalanalyses.Dottedobliquelineindicatestheideal

conditionofconstantradiocarbonconcentrationthroughtime.CalibrationofE16(92EZI0,

798±14314CyrB.P.)isshownasanexample.
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RecentSurfaceFaubtingontheNorthAnato=anFault
EastofErzincanBasin,Turkey--aTrenchingSurvey

KoJIOKUMURAandTosHIKAZUYosHIOKA

Geologz'caZSuT7,eyOfJapan,Tsukuba,Iapan･koJ'iok@gsJ'･go･)'p

ISMAILKUscU
leoloJ'Z'EtWeriDairesz',MTAGeneLMzidurtgu′Ankara′Turkey

TOSHIONAKAMURA

Datz'ngandMaterialsResearchCenter,NagoyaLIniversz'ty,Nagoya,Japan

YASUHIROSUZUKI

AichiPrefecturalunz'versity,Nagoya,Japan

Althoughthe1992Erzincanearthquake(1992･3･13′Ms-6･8)didnotgenerateany
tectonicsurfacerupture′itraisedquestionsaboutthepaleoseismologyof血eNorth

AnatoliallfaultinandaroundtheErzincanBasin･ Duringthe1939Erzincan

earthquake(1939･12･'26,Ms-7･8),thefaultrupturedidnotreachfurthereastthanthe
ErzincanBasin･Recentstudyintohistoricrecordsindic叫esa75kmlongsegment
eastofthebasinhasbeenquietsince1784A･D･Inordertoevaluate血esupposition

andear血quakepotentialoftheareaandtorevealthesegmentationofthefaultin
timeandspace′Weexcavatedtwotrenchesnearthewesternendoftheinferred
seismicgapapproximately30kmeastofErzincandty･Atthetrend site′thefault

displacesanalluvialfansurfacetodamup丘nesedimentswithupper-reachfacing
faultscar･plet･A3meterdeeptrenchandanotherl･5meterdeeptrenchexposed

sequenceofstrati丘edfinesedimentsoftheseabout1200years･Weidentifiedfive

horizonsofcoseismicdeformationindicatedbylnCrementaltiltofpeatlayers′
deformedfissure′andpaleoliquefadion･Thesedimentsappearedinthetrenchbore

anumberofdatablematerialinalmostallhorizons･30samplesamongall50
samplesCollectedweresubmittedtoradiocarbondating′including17AMSdating･

Ourpreliminaryestimationoftheageofthelasteventis17to19C･A･D･consistent

withthepossible1784A･D･lastevent･Averagerecurrencetimeisestimatedas200to

250years…The1939surfaceruptureprobablydidnotreachthetrenchsite･Theageof

eachevelltdoesnotagreewiththeageestimatesofeventsonthe1944segment′
where8(∋ventsweredatedsince0A･D･Theremighthavebeenonemoreeventon
thissegmentthan1944segmentduringthelastmillennium′whichindicateseither

overlapplngOfthesurfacerupturesonthetwosegmentsorhigheractivityinthe

eastem partoftheNor血Anatolianfault血an血ewesternpart･PaleoseismologlCal

datamig二htsuggestthattheeplCentralmlgrationobservedinthiscenturyhadnot
beenrepe,ateditselfandrecu汀enCetimemightbedifferentfromsegmenttosegment･
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